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なぜ今「探究」なのか？ 

 

今
ま
で
の
教
育
は
、
あ

る
意
味
正
解
を
出
す
た
め

の
授
業
が
多
く
、
テ
ス
ト

も
○
か×

か
で
評
価
さ
れ

て
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
で
も
今
の
世
の
中
っ

て
、
正
解
が
無
い
こ
と
の

方
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

ま
た
、
ど
ん
な
に
知
識
が

豊
富
で
も
倫
理
観
が
な
い

と
大
き
な
間
違
い
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
る
。
知
識
は

今
で
も
重
要
な
学
力
の
要

素
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
思
考
力
や

判
断
力
、
表
現
力
な
ど
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世

の
中
に
求
め
ら
れ
る
学
力

が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
ん
で
す
。
そ
ん
な
中

で
、
大
学
と
高
校
が
連
携

し
て
教
育
改
革
に
着
手
し
た

の
は
数
年
前
で
す
。
そ
の
中

で
本
校
の
み
ら
い
創
造
科
グ

ロ
ー
バ
ル
探
究
コ
ー
ス
は
誕

生
し
ま
し
た
。 

 

普
通
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
加
え
て
、
７
限
目
に
「
国

語

探

究
」
「
数

学

探

究
」

「
英

語

探

究
」
を

加

え
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

と
合
わ
せ
る
と
、
週
に
４
時

間
の
探
究
の
時
間
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
そ

の
中
で
、
様
々
な
正
解
の
な

い
課
題
に
取
り
組
む
の
で

す
。
生
徒
た
ち
は
図
書
館
や

パ
ソ
コ
ン
室
を
活
用
し
た

り
、
地
域
と
連
携
し
た
り
、

大
学
の
先
生
方
、
海
外
の
大

学
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々

な
課
題
を
設
定
し
、
リ
サ
ー

チ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
、
論
理
的
思
考
力
や
判
断

力
、
表
現
力
、
そ
し
て
主
体

的
に
学
び
に
向
か
う
力
、
他

者
と
協
働
す
る
力
が
は
ぐ
く

ま
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 

正
解
の
な
い
探
究
活
動

は
一
人
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
仲
間
と
の
協
働
、

様
々
な
人
、
団
体
と
の
連

携
、
協
力
は
不
可
欠
で

す
。
生
徒
た
ち
に
は
、
性

別
の
壁
、
世
代
の
壁
、
国

境
の
壁
、
文
化
の
壁
を
越

え
て
、
様
々
な
価
値
観
の

人
と
協
働
で
き
る
人
材
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

みらい創造科 

グローバル探究コースの特徴 

特集 

川
元
隆
一
指
導
教
諭
（
研
究
開
発
部

長
、
文
部
科
学
省
認
定
英
語
教
育
推
進

リ
ー
ダ
ー
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
認
定

ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
） 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究

コ
ー
ス
は
７
限
目
に
、

国

語

探

究
、
数

学

探

究
、
英
語
探
究
の
授
業

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

国
語
探
究
で
は
「
善
と

悪
」
「
ル
ー
ル
と
は
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
生
徒

同
士
の
対
話
を
引
き
出

す
授
業
。
数
学
探
究
で

は
数
学
の
歴
史
を
メ
イ

ン
の
テ
ー
マ
に
生
徒
の

「
何
故
？
」
を
引
き
出

し
ま
す
。
英
語
探
究
で

は
、
プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

活
動
を
通
し
て
、
英
語

で
の
発
進
力
を
高
め
ま

す
。
ま
た
英
語
探
究
は

本
校
の
英
語
の
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
授
業
に
入
る

の
で
、
表
現
活
動
で
き

め
細
や
か
な
指
導
を
受

け
ら
れ
ま
す
。 

ポスタープレゼンテーション（１期生） 教師による表現活動のサポート 
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#1 
教
科
書
を
超
え
る 

「
国
語
探
究
・
数
学
探
究
・
英
語
探
究
」 対話を引き出す国語探究（２期生） 



 

１
年
次
に
は
、
海
外
か
ら

の
留
学
生
と
こ
れ
か
ら
の
世

界
の
在
り
方
を
考
え
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
。
２

年
次
に
は
、
ア
ジ
ア
の
様
々

な
現
状
を
知
る
「
海
外
研

修
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
拡
散
防
止
の
観

点
か
ら
本
年
度
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
立
大
学
の
学
生
の

皆
さ
ん
とSD

G
s

を
テ
ー
マ

に
、zo

o
m

に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
は
、

YD
P

（
ヤ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
プ
ラ
ン
）
と
い
う
課
題

研
究
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人
が
ド
ク

タ
ー
（
博
士
）
に
な
っ
て
、
自
分
の
専
門
分
野

を
研
究
す
る
と
い
う
取
組
で
す
が
、
こ
れ
は
、

学
校
内
だ
け
に
は
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
地
域
や

大
学
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
山
鹿
市
、
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
く
ん
山
鹿

シ
ル
ク
、
熊
本
大
学
薬
学
部
、
工
学
部
、
熊
本

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

か
い
こ
を
使
っ
た
香
水

の
研
究
を
し
て
い
る
生

徒
が
い
ま
す
。
ま
た
、

「
菊
池
川
の
恵
み
」
体

験
協
議
会
を
通
し
て
、

菊
池
農
業
高
校
の
農
業

祭
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
生

徒
も
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
様
々
な
外
部

機
関
と
の
協
力
、
連
携

を
得
な
が
ら
課
題
研
究

は
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 
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こ
れ
か
ら
の
社
会
は
文
系
だ
け
理
系

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
コ
ー
ス

は
、
理
系
の
生
徒
も
文
系
の
生
徒
も
一

緒
に
学
び
ま
す
。
理
系
・
文
系
選
択
科

目
の
授
業
は
別
れ
ま
す
が
、
多
く
の
授

業
、
そ
し
て
探
究
科
目
は
一
緒
に
学
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
探
究
科
目

で
は
理
系
、
文
系
、
両
方
の
視
点
か
ら

の
研
究
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

留学生との語学研修（１期生） 

福岡県宗像市グローバルアリーナでのグローバルキャンプ（１期生） シンガポール国立大学とのオンライン交（２期生） 

 

今
の
世
の
中
、
何
か
課
題
を
解
決

し
た
り
、
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
は
、
様
々
な
分
野
が
協
働

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は

教
師
が
、
課
題
や
目
標
に
応
じ
て
、

他
教
科
と
協
力
し
な
が
ら
授
業
を
進

め
る
「
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
教

師
同
士
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。 

英語で物理実験（１期生） 

「菊池川の恵み」体験協議会、菊池農業高校との連携（１期生） 

リサーチ活動（２期生） 

#2 

#3 
文
系
・
理
系
の
壁
を
超
え
る 

「
文
理
融
合
」
ク
ラ
ス 

国
境
や
文
化
、
言
語
の
壁
を
超
え
る 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
「
海
外
交
流
」 

「
海
外
研
修
」 

#4 
教
科
の
壁
を
超
え
る 

「
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」 

#5 

自
ら
の
壁
を
超
え
る 

 
 

「
課
題
研
究
」
Ｙ
Ｄ
Ｐ 


